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【 目 的 】 周 術 期 の β 遮 断 薬 の 投 与 は 心 筋 虚 血 や 頻 脈 性 不 整 脈 の 予 防 に
お い て 数 多 く 効 果 が 報 告 さ れ て い る 。β 遮 断 薬 で あ る ラ ン ジ オ ロ ー ル は
短 時 間 作 用 性 で β １ 選 択 性 が 高 い た め 低 血 圧 を 起 こ し に く く 調 節 性 が
よ い 。ラ ン ジ オ ロ ー ル の 周 術 期 の 持 続 投 与 で は 、 発 作 性 心 房 細 動 の 頻 脈
性 不 整 脈 の 予 防 に 効 果 が あ る 。今 回 我 々 は 、術 中 投 与 で も 術 後 へ の 効 果
持 続 が あ り 、 交 感 神 経 抑 制 が 理 由 の 一 因 で あ る と 仮 説 を た て 検 証 し た 。 
【 対 象 及 び 方 法 】 待 機 的 後 腹 膜 鏡 下 腎 摘 出 術 患 者 2 0 名 を 対 象 と し た 1
重 盲 検 無 作 為 対 象 試 験 で あ る 。麻 酔 方 法 は 、レ ミ フ ェ ン タ ニ ル と プ ロ ポ
フ ォ ー ル を 用 い た 全 静 脈 麻 酔 法 で あ る 。ラ ン ジ オ ロ ー ル の 投 与 方 法 は 気
腹 後 に 循 環 動 態 の 安 定 を 確 認 後 、 5μ g / k g / m i n に て 開 始 し 、 ５ 分 後 よ り
5 分 間 毎 心 拍 数 を 観 察 し 、最 大 5 0μ g / k g / m i n ま で 増 量 し 手 術 終 了 と 同 時
に 投 与 中 止 と し た 。交 感 神 経 活 動 の 指 標 は ホ ル タ ー 心 電 図 を 用 い た 、 R -
R 間 隔 解 析 に よ る L F / H F 比 と し た 。 主 要 評 価 項 目 は 術 前 と 術 後 の 交 感 神
経 活 動 、 2 群 間 の 交 感 神 経 活 動 と し 、 副 次 評 価 項 目 は 術 中 の 平 均 心 拍 数
と 術 後 の 頻 脈 性 不 整 脈 の 出 現 率 と し た 。  
【 結 果 】患 者 背 景 お よ び 手 術 麻 酔 背 景 、薬 剤 投 与 量 に 両 群 間 に 差 は な か
っ た 。 ラ ン ジ オ ロ ー ル は 全 例 で 最 高 投 与 速 度 の 50μ g / k g / m i n が 投 与 さ
れ た 。術 中 の 平 均 心 拍 数 も 両 群 間 に 差 は な く 、術 後 の 不 整 脈 の 発 生 は 頻
脈 性 に 限 ら ず 両 群 と も な か っ た 。 L F / H F 比 は L 群 で は 術 前 、 術 後 で
3 . 0 4±1 . 5 6 と 1 . 8 7±0. 7 9、 C 群 で は そ れ ぞ れ 3 . 0 7±1 . 6 1 と 2 . 6 8± 1 . 6 6
で あ り 、 L 群 内 の 術 前 に 対 し て の 術 後 、 術 後 の 2 群 間 お け る L 群 に お い
て そ れ ぞ れ 有 意 に 低 値 で あ っ た 。  
【 考 察 】ラ ン ジ オ ロ ー ル 術 中 の み の 投 与 で は 、そ の 薬 剤 の 特 性 か ら し て
薬 力 学 的 、薬 物 動 態 学 的 に も そ の 術 後 へ の 効 果 は ほ ぼ な い と 考 え ら れ る 。
し か し 、術 後 の 心 電 図 の R - R 間 隔 を 解 析 す る L F / H F 比 へ は 明 ら か な 影 響
が み ら れ た 。こ の 結 果 か ら 交 感 神 経 活 動 へ の 影 響 は 少 な か ら ず あ っ た と
考 え ら れ る 。L F / H F 比 の 低 下 は 7 5％ の 解 析 パ ワ ー に お い て 統 計 学 的 に 有
意 で あ っ た こ と か ら 、心 拍 の R - R 間 隔 に 影 響 を 与 え て い る 。し か し 研 究
限 界 と し て は 、頻 脈 性 不 整 脈 の 発 生 に 関 し て の 比 較 に は 症 例 数 が 不 十 分
で あ る こ と 、 L F / H F 比 の み で 交 感 神 経 活 動 を 言 及 す る に は 限 界 が あ る 。  
【 結 論 】レ ミ フ ェ ン タ ニ ル ・ プ ロ ポ フ ォ ー ル 麻 酔 に よ る 後 腹 膜 鏡 下 腎 摘
出 術 に お い て 術 中 超 短 時 間 作 用 性 β 遮 断 薬 ラ ン ジ オ ロ ー ル 投 与 は 術 後
の 心 電 図 R - R 間 隔 の 変 動 に 関 し て 影 響 を 与 え 術 中 の 心 拍 数 に は 影 響 を 与
え な か っ た 。  
